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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の口径の反射鏡の焦点位置近傍に配置されたとき、静止軌道上に隣接して配置され
た複数基の静止衛星から送信されている電波が入射するように、これら静止衛星に対応し
て近接して設けられ、先端側の同一の面上にある開口をそれぞれが有する複数のホーンと
、
　これらホーンが前記所定の口径の反射鏡よりも口径の大きい別の反射鏡の焦点位置近傍
に配置されたとき、前記複数のホーンのうち隣接するものの前記先端側にある開口の間に
、前記隣接するホーンの前記先端側の開口より突出させて取り付けられるように、着脱自
在に設けられた直線状の回折用仕切板とを、
具備するマルチビームフィードホーン。
【請求項２】
　請求項１記載のマルチビームフィードホーンにおいて、前記各ホーンは、一体に形成さ
れ、各ホーンを包囲するようにコルゲートが形成されたマルチビームフィードホーン。
【請求項３】
　請求項１または２記載のマルチビームフィードホーンが一体に形成された周波数変換器
。
【請求項４】
　請求項１または２記載のマルチビームフィードホーンまたは請求項３記載の周波数変換
器を備えるマルチビームアンテナ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１基の反射鏡に設けられ、複数の衛星に対応して複数のホーンを有し、これ
らホーンが対応する衛星からの電波を受信するマルチビームフィードホーン、このマルチ
ビームフィードホーンと一体に形成された周波数変換器及びこのマルチビームフィードホ
ーン若しくは周波数変換器を備えたマルチビームアンテナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、複数の通信衛星が接近して同一軌道上に打ち上げられている。これら接近した通
信衛星からの電波を、１つの反射鏡と複数のホーンとを備えたアンテナで受信することが
行われている。このようなアンテナの例が、例えば特許文献１に開示されている。
【０００３】
　特許文献１の技術では、反射鏡の焦点位置の近傍にマルチビームフィードホーンが配置
されている。このマルチビームフィードホーンでは、２本の導波管が平行に配置され、こ
れら導波管それぞれの先端にホーンが取り付けられている。これらホーンは、一体に形成
され、導波管に対して着脱自在に構成されている。一体のホーンは、異なる口径の反射鏡
に対応して大口径用と小口径用の２種類が準備されている。
【０００４】
　一般に、反射鏡の口径は、反射鏡を用いたアンテナの利得に関連しており、大きな利得
が必要な場合には、大きな口径の反射鏡が使用される。反射鏡の口径が異なると、反射鏡
で反射されて各電波が収束する位置が異なり、また、これら収束位置間の距離も異なる。
これに対応するため、特許文献１では、異なる口径の反射鏡においても共通に使用できる
部品を多くするために、２種類のホーンを用意し、反射鏡の口径に応じて、いずれかのホ
ーンを使用している。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１２４８２０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の技術では、口径の異なる反射鏡に対して導波管を共通に使用することはで
きるが、ホーンは口径の異なる反射鏡に対応して準備する必要がある。このように異なる
口径の反射鏡用にホーンを準備すると、ホーンそれぞれに金型を準備しなければならず、
コストの増大を招いていた。
【０００７】
　本発明は、特定の口径の反射鏡用に準備したホーンを用いながら、異なる口径の反射鏡
にも使用することができるマルチビームフィードホーンを提供することを目的とする。ま
た、本発明は上記のようなマルチビームフィードホーンを備えた周波数変換器を提供する
ことも目的とする。本発明は、上記のようなマルチビームフィードホーンまたはマルチビ
ームフィードホーンと一体に成形した周波数変換器を備えたマルチビームアンテナを提供
することも目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によるマルチビームフィードホーンは、複数のホーンを有している。これらホー
ンは、所定の口径の反射鏡の焦点位置近傍に配置されたとき、宇宙の静止軌道上に隣接し
て配置された複数基の静止衛星から送信されている電波が、対応するホーンに入射するよ
うに、互いのホーンが近接して設けられている。反射鏡としては、例えば対称型パラボラ
反射鏡、オフセットパラボラ反射鏡または円筒パラボラ反射鏡等を使用することができる
。各ホーンは、先端側の同一面上に開口を有し、後端が導波管にそれぞれ接続されている
。先端は後端よりも大きく形成されている。各ホーンは、例えば逆円錐台状に形成するこ
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とができる。各ホーンは、同一形状とすることができる。これらホーンが前記所定の口径
の反射鏡よりも口径の大きい別の反射鏡の焦点位置近傍に配置されたとき、複数のホーン
部のうち隣接するものの前記先端側にある開口の間に、直線状に仕切板が配置され、かつ
、前記隣接するホーン部の開口より突出させて取り付けられるように、着脱自在に設けら
れている。仕切板としては、導電性のもの或いは誘電体製のものを使用することができる
。仕切板の突出量は、例えばホーンの開口径（先端側の径）に対して約０．２乃至０．４
とすることが望ましい。このマルチビームフィードホーンと一体に周波数変換器を設ける
こともできる。また、このマルチビームフィードホーンまたは周波数変換器を反射鏡と組
み合わせることによってマルチビームアンテナを構成することができる。
【０００９】
　仕切板を設けることによって仕切板に向かって直進していた電波が回折現象により回り
込み、いずれのホーンにおいても仕切板が無い場合に到来すべき位置よりも内側に電波が
到来するようになる。その結果、本来ホーン内に入射することが無い間隔を持つ電波が、
それぞれホーン内に入射するようになり、口径の小さい反射鏡用に製造したマルチビーム
フィードホーンに、仕切板を取り付けることによって、口径の大きい反射鏡用にも、この
マルチビームフィードホーンを使用することができる。
【００１１】
　前記各ホーン部を一体に形成することができる。この場合、各ホーン部を包囲するよう
にコルゲートが形成されている。このように構成すると、その製造が容易になる。
【発明の効果】
【００１２】
　以上のように、本発明によれば、仕切板を着脱自在に設けることによって、１つのマル
チビームフィードホーンを口径の異なる反射鏡のいずれにも使用できる。また、このよう
なマルチビームフィードホーンを使用した一体型の周波数変換器も、同様に口径の異なる
複数種類の反射鏡のいずれとも使用することができる。また、このようなマルチビームフ
ィードホーンまたは周波数変換器を備えたマルチビームアンテナでは、マルチビームフィ
ードホーンまたは周波数変換器を口径の異なる反射鏡に、仕切板を着脱することによって
共用することが可能となり、コストを低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の１実施形態のマルチビームフィードホーンは、図示していない反射鏡、例えば
オフセットパラボラ反射鏡の焦点位置近傍に配置されるもので、その口径が異なる複数、
例えば口径が４０ｃｍのものと、４５ｃｍのものとに共通に使用することができるもので
ある。
【００１４】
　このマルチビームフィードホーンは、元々口径が４０ｃｍのものに対応するように設計
されており、宇宙空間の静止軌道上に近接して、例えば約４度の間隔で打ち上げられた複
数、例えば２基の静止衛星、例えば通信衛星から送信されているＧＨｚ帯、例えば１２Ｇ
Ｈｚ帯の電波をそれぞれ受信するためのものである。
【００１５】
　このマルチビームフィードホーンは、図２（ｂ）に示すように、２本の導波管２、４を
有している。これら２本の導波管２、４は、例えば円形導波管に構成され、両者は、それ
らの中心軸線が平行となるように近接して配置されている。これら導波管２、４の後端部
は閉塞され、これら後端部の近傍には、図示していないが、マルチビームフィードホーン
において受信されたＧＨｚ帯の超高周波信号を例えば１ＧＨｚ帯の中間周波信号に周波数
変換する周波数変換器が一体に設けられ、これら導波管２、４を伝搬した超高周波信号が
これら周波数変換器に供給される。
【００１６】
　これら導波管２、４の先端部は共に開口しており、それら開口部に、それぞれホーン６
、８が一体に形成されている。ホーン６、８は、同一の形状であって、先端部及び後端部
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が開口した錐台、例えば円錐台状に形成されている。これらホーン６、８は、その先端側
の円形開口は、同一の面にあり、後端側の円形開口も同一の面（導波管２、４の先端面）
にある。先端側の円形開口の方が、後端側の円形開口よりも直径が大きく、後端側の円形
開口の中心は、導波管２、４の中心軸線上に位置している。また、先端側の円形開口の中
心は、幾分導波管２、４も中心軸線よりも外方側に位置している。
【００１７】
　ホーン６、８をほぼ被うように両者を併せて、平面形状がほぼ小判型であり、それぞれ
がほぼ同一形状をなしているコルゲート１２、１４が形成されている。これらコルゲート
１２、１４は、それらの開口が、ホーン６、８の先端側の開口と同一面に位置している。
これらコルゲート１２、１４の境界１６ａ、１６ｂの延長線上にホーン６、８の境界部１
８が位置している。
【００１８】
　これらコルゲート１２、１４の外側に境界部１６ａ、１６ｂ、１８に対してほぼ垂直に
なるように、同一形状の凹所２０ａ、２０ｂが形成されている。凹所２０ａ、２０ｂは、
共に円弧状に形成されている。
【００１９】
　例えばホーン６、８の先端側開口は直径が約２５ｍｍに形成され、後端部の開口の直径
が約１９．６ｍｍに形成され、高さが約１０ｍｍに形成されている。即ち、先端側開口の
直径と、後端側開口の直径と、高さとの比は、２．５対２対１である。これらホーン６、
８は、所定の口径、例えば口径４０ｃｍの反射鏡、例えばオフセットパラボラ反射鏡（図
示せず）の焦点位置の近傍に配置されたとき、例えば静止軌道上に接近して打ち上げられ
ている、例えば東経１２４度と１２８度とに打ち上げられている静止衛星、例えば通信衛
星からの電波が、ホーン６、８に入射するように上記各寸法が設定されている。コルゲー
ト１２、１４は、その深さが約６ｍｍに形成され、その最大直径が約３３ｍｍ、最小直径
が約２７ｍｍに形成されている。また、凹所２０ａ、２０ｂは、その深さが約　　８ｍｍ
に形成されている。
【００２０】
　図１に示すように、凹所２０ａ、２０ｂ間に着脱自在に仕切板２２が配置されている。
即ち、図２（ａ）に示すように凹所２０ａ、２０ｂにはねじ穴２４ａ、２４ｂが形成され
、図１（ｃ）に示す基部２６ａ、２６ｂが凹所２０ａ、２０ｂ内に収容され、上記ねじ孔
２４ａ、２４ｂにねじ止めされる。仕切板２２は、例えば導電体、例えば金属製で、凹所
２０ａからコルゲート１２、１４の境界部１６ａ、ホーン６、８の境界部１８、コルゲー
ト１２、１４の境界部１６ｂを経て凹所２０ｂまで伸びている。即ち、仕切板２２は、ホ
ーン６、８の間に位置し、その形状は概略逆Ｕ字状である。この仕切板２２は、ホーン６
、８の先端の開口面から所定距離Ｌ、例えば約５．９ｍｍ乃至約７．９ｍｍ突出している
。この突出状態において、仕切板２２の水平部２２ａの下端２２ｂは、ホーン６、８の境
界部１８に接触し、電気的に隙間がない状態とされている。水平部２２ａの厚さは、境界
部１８の先端の厚さ以下の厚さとされている。このマルチビームフィードホーンを口径が
大きい例えば４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用する場合に、この仕切板２
２が取り付けられる。
【００２１】
　例えば、図４（ａ）に示すように口径が４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に、仕切
板２２を設けない状態で、このマルチビームフィードホーンを使用した場合、このマルチ
ビームフィードホーンは、本来口径４０ｃｍ用に設計されている関係上、反射鏡で反射さ
れてホーン６、８にそれぞれ入射可能な電波が、反射鏡に向かう状態でなす角度は、約４
度である。しかし、実際には上述したように２基の通信衛星からの電波が反射鏡に向かう
際になす角度は約４．５度である。そこで、このマルチビームフィードホーンに、仕切板
２２を設けている。仕切板２２を設けると、図３に示すように、ホーン８から見て、仕切
板２２の外側、即ちホーン６側から到来して仕切板２２の先端に衝突した電波Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄは、仕切板２２が無ければ実線で示すように直進し、ホーン８内には殆ど入射しない
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。しかし、仕切板２２を設けた結果、これら電波Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは回折し、仕切板２２の
下側に点線で示すように回り込み、符号ａ、ｂ、ｃ、ｄで示すように全てホーン８内に入
射する。図示していないが、ホーン６においても、ホーン６から見て仕切板２２の外側、
即ちホーン８側から到来し、仕切板２２の先端に衝突した電波は下側に回折し、ホーン６
内に全て入射する。これら入射する電波が、反射鏡に立てた法線になす角度は、仕切板２
２が無い場合に入射する電波が反射鏡に立てた法線に対してなす角度よりも大きくなって
いる。即ち、仕切板２２が無い場合に入射可能な電波が反射鏡に向かう際になす角度より
も、仕切板２２がある場合に入射可能な電波同士が反射鏡に向かう際になす角度は広がっ
ており、図４（ｂ）に誇張して描いているように、例えば４．５度の角度の電波いずれも
、ホーン６、８は受信可能となる。
【００２２】
　図５は、仕切板２２を設けず、上記のマルチビームフィードホーンを口径４５ｃｍのオ
フセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ受信した場合の指向
特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔（両電波の指向性において相対利
得の最大値間の間隔）は約４．０６４度である。図６は、同じく仕切板２２を設けずに上
記のマルチビームフィードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用
して、垂直偏波の電波をそれぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウー
ピークのビーム間隔は約４．０３７度である。
【００２３】
　図７は、仕切板２２を約４．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィードホーンを口
径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ受信
した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約４．３９８度
である。図８は、同じく仕切板２２を約４．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィー
ドホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、垂直偏波の電波を
それぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約
４．３４４度である。
【００２４】
　図９は、仕切板２２を約５．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィードホーンを口
径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ受信
した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約４．３３９度
である。図１０は、同じく仕切板２２を約５．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィ
ードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、垂直偏波の電波
をそれぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は
約４．４５２度である。
【００２５】
　図１１は、仕切板２２を約６．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィードホーンを
口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ受
信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約４．２２７
度である。図１２は、同じく仕切板２２を約６．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフ
ィードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、垂直偏波の電
波をそれぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔
は約４．４２８度である。
【００２６】
　図１３は、仕切板２２を約７．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィードホーンを
口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ受
信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約４．３３４
度である。図１４は、同じく仕切板２２を約７．９ｍｍ突出させて上記のマルチビームフ
ィードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、垂直偏波の電
波をそれぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔
は約４．４５２度である。
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【００２７】
　図１５は、仕切板２２を約９．４ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィードホーンを
口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ受
信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約４．１７２
度である。図１６は、同じく仕切板２２を約９．４ｍｍ突出させて上記のマルチビームフ
ィードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、垂直偏波の電
波をそれぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔
は約４．３７４度である。
【００２８】
　図１７は、仕切板２２を約１１．４ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィードホーン
を口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ
受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約４．１３
０度である。図１８は、同じく仕切板２２を約１１．４ｍｍ突出させて上記のマルチビー
ムフィードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、垂直偏波
の電波をそれぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム
間隔は約４．２３６度である。
【００２９】
　図１９は、仕切板２２を約１３．４ｍｍ突出させて上記のマルチビームフィードホーン
を口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、水平偏波の電波をそれぞれ
受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム間隔は約４．１７
５度である。図２０は、同じく仕切板２２を約１３．４ｍｍ突出させて上記のマルチビー
ムフィードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡と共に使用して、垂直偏波
の電波をそれぞれ受信した場合の指向特性図で、この場合のピークツウーピークのビーム
間隔は約４．３０２度である。
【００３０】
　例えば上述した東経１２４度と１２８度とに打ち上げられている２基の通信衛星を用い
ているスカイパーフェクトＴＶ！を口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡を用いて視
聴する場合、両通信衛星から送信されている電波のピークツウーピークのビーム間隔の理
論値は、稚内で４．４２度、沖縄で４．６１度で平均が４．５２度である。図８乃至図１
９の指向特性図から明らかなように±０．３度程度のビーム間隔のずれは、ピークレベル
に殆ど影響を与えず、許容範囲である。従って、設計値を４．５度として、仕切板２２を
設け、その突出量を上述した約５．９ｍｍ、約６．９ｍｍ、約７．９ｍｍ（ホーン８の先
端開口の直径に対する比で約０．２５乃至約０．３４）とすると、口径４０ｃｍのオフセ
ットパラボラ反射鏡用のマルチビームフィードホーンを口径４５ｃｍのオフセットパラボ
ラ反射鏡に使用することが可能となる。
【００３１】
　しかも、口径４０ｃｍ用のマルチビームフィードホーンとして使用する場合には、仕切
板２２を取り付けずに、そのまま使用すればよい。従って、１種類のマルチビームフィー
ドホーンを製造するだけで、異なる口径のオフセットパラボラアンテナにそれぞれ使用す
ることができる。
【００３２】
　上記の実施の形態では、仕切板２２の突出量は、約５．９ｍｍ、約６．９ｍｍ、約７．
９ｍｍとしたが、これに限ったものではなく、例えばスカイパーフェクＴＶ！を視聴する
場合でも、ホーン６、８の先端側の開口径が上記実施形態の場合と異なる場合には、異な
る値となるし、隣接して打ち上げられている２基の通信衛星間の角度が異なる場合には、
その突出量も異なったものとなる。また、上記の実施の形態では、２基の通信衛星からの
電波を受信する場合について説明したが、３基の通信衛星からの電波を受信することもで
きる。この場合には、３つのホーンが並べて配置されるが、これら３つのホーンの２つの
境界部にそれぞれ仕切板を設ければよい。また、上記の実施の形態では、仕切板２２を金
属製としたが、例えば誘電体製とすることもできる。
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【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の１実施形態のマルチビームフィードホーンの平面図、その平面図におけ
るＡ－Ａ線に沿う断面図、このマルチビームフィードホーンに使用する仕切板の正面図で
ある。
【図２】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板を除いた状態の平面図、その
平面図におけるＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【図３】図１のマルチビームフィードホーンにおける仕切板の作用の説明図である。
【図４】図１のマルチビームフィードホーンを備えたマルチビームアンテナにおいて仕切
板を設けていない状態と、設けた状態とでの電波の受信状態を模式的に示した図である。
【図５】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板を除去し、口径４５ｃｍのオ
フセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を受信した場合の指向特性
図である。
【図６】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板を除去し、口径４５ｃｍのオ
フセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を受信した場合の指向特性
図である。
【図７】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約４．９ｍｍ突出させ
て口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を受信
した場合の指向特性図である。
【図８】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約４．９ｍｍ突出させ
て口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を受信
した場合の指向特性図である。
【図９】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約５．９ｍｍ突出させ
て口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を受信
した場合の指向特性図である。
【図１０】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約５．９ｍｍ突出さ
せて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を受
信した場合の指向特性図である。
【図１１】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約６．９ｍｍ突出さ
せて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を受
信した場合の指向特性図である。
【図１２】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約６．９ｍｍ突出さ
せて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を受
信した場合の指向特性図である。
【図１３】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約７．９ｍｍ突出さ
せて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を受
信した場合の指向特性図である。
【図１４】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約７．９ｍｍ突出さ
せて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を受
信した場合の指向特性図である。
【図１５】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約９．４ｍｍ突出さ
せて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を受
信した場合の指向特性図である。
【図１６】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約９．４ｍｍ突出さ
せて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を受
信した場合の指向特性図である。
【図１７】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約１１．４ｍｍ突出
させて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を
受信した場合の指向特性図である。
【図１８】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約１１．４ｍｍ突出
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させて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を
受信した場合の指向特性図である。
【図１９】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約１３．４ｍｍ突出
させて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での水平偏波の電波を
受信した場合の指向特性図である。
【図２０】図１のマルチビームフィードホーンにおいて仕切板２２を約１３．４ｍｍ突出
させて口径４５ｃｍのオフセットパラボラ反射鏡に取り付けた状態での垂直偏波の電波を
受信した場合の指向特性図である。
【符号の説明】
【００３４】
　６　８　ホーン
　２２　仕切板
　

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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